
す。彼らのBTの固定電話とボーダフォ

ンの携帯電話を1つの端末から利用で

きる「Project Bluephone」は技術的内

容もかなり具体的に決まっていました。

一方北米では、地域系通信2位の

SBCコミュニケーションズの発表があり

ました。同社では、「IPTV」という形で

サービスにすることを前提に、今後3年

間に約1800万のブロードバンド加入者

を獲得することを目標にしています。

桑原 当社も、特にADSLなどでBTに

藤井 昨年8月頃、英BTに行くチャン

スがあり、本音も聞いてきました。

具体的に何を進めていくのかはまだ

十分には決まっていないようでしたが、

とにかく自分たちは「電話の会社からブ

ロードバンドの会社になる」という大義

名分がまずドンとあって、それを実現

するためにネットワークのコアやエッジ

をどうするかなど、走りながら考えよう

としているという印象を受けました。

1つだけ明確なのはFMCの実現で
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はお世話になっていますが、FMCには

技術的にまだ議論していくべき部分が

あるという印象です。特に米国の場合

は通信距離が長いこともあり、各家庭ま

でファイバーを引くのは難しいなど、技

術面でもまだ課題があると思います。

小橋 キャリアの立場では、「技術面で、

電話の時代からブロードバンド時代に

どう移っていくか」という視点が1つあ

ります。NTTはFTTHを推進していま

すが、各国の事情によって進め方はか

なり違います。そうは言っても、「IP化

を指向したネットワーク作り」という考

え方は、どの国でも間違いなく共通し

て持って進めていると思います。

もう1つの視点は、電話収入の基盤

がキャリアごとに違うという点です。例

えば携帯電話系の事業会社を一緒に持

っているかどうか等の、キャリアのタイ

プによってもかなり進み方は違ってきま

すね。

福永 インフラの問題もありますが、も

う1つ考えるべきは、国によってユーザ

ーの要求レベルが異なるという現実で

す。日本や同じ漢字文化圏の中国など

もそうですが、高い技術を要求します

よね。そういう地域でどんどん技術を

磨いていけば、世界に受け入れられる

ようになるでしょう。

田中 確かに、次世代ネットワークへ向

けた取り組みは、国ごとに経済面やイ

ンフラ面などの背景によって異なって

いますね。日本、米国、欧州などはすで

に電話網が完成していて、その上にイ

ンターネットが出てきました。他方、固

定網の整備も移動体通信もインターネ

ットも、同時並行で進めている国や地

域は少なくありません。

しかし、世界の潮流は、IPネットワー

クに既存のサービスを、さらには新しい

多様なサービスを載せていこうというも

のと思います。そのとき、もっとも大き

く立ちはだかっているのが「利益を出

せるビジネスモデルを作れるか」という

問題で、それを模索する段階にあると

いうことでしょう。

次世代ネットワークの要件は
高収益性ビジネスのインフラ

―では、次世代ネットワークサービ

スとは、どういうものになるのでしょう

か。収益基盤やユーザーの利活用の観

点で、お考えを聞かせてください。

阿留多伎 例えば、日本はユビキタス

の最先端にあり、当社も総務省とユビ

キタス関連の仕事を推進していますが、

ライフライン化を含めて、実際に加入者

の利活用をどう促進するかを研究中で

す。もしかすると見えないところで、ユ

ビキタスはユーザーレベルの視点でど

んどん進んでいるのかもしれません。

佐藤 今までの、特に日本のブロード

バンドサービスは、インフラ技術に規定

された「プッシュ型」のサービスでした。

ネットワーク技術に合わせたサービス

モデルである点が、ユーザーに受け入

れられない理由に見えます。今後はユ

ーザーが何を欲しているかを考え抜い

た「プル型」のサービスにしていく必要

があるでしょう。

欧州では「トリプルプレイ」が当たり
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前になっています。「オペレーター・イン

デペンデント」が叫ばれ、ホールセラー

とOISP（通信事業者）は日本とまったく

逆の関係になっています。そういう社

会モデルには深く勉強すべき点が多々

あります。

また、ネットワークインフラ自体がオ

ープンアクセス型であり、そこに利益を

出せるビジネスモデルの可能性が出て

こようとしています。そうしたネットワー

クこそが、次世代のインフラになりうる。

この点を日本のブロードバンド市場に

対し、声を大にして訴えたいですね。

藤井 当社では昨年、世界中でアンケ

ートを実施しまして、「ユーザーセントリ

ック・ブロードバンド」というコンセプト

を展開しました。「ユーザー中心」とか

「ユーザーの視点で」という意味ですが、

アンケートの結果、一般的な消費者が一

番欲しているのは、まず「コネクティビ

ティ」。どこへ行ってもつながるユビキタ

スの世界です。2番目は「セキュリティ」。

3番目が「オーガナイズ機能」で、住所録

がバラバラなのは不都合だから統一し

たいといった要望です。

「ユーザー中心」というのは例えば、

家のPCが思いどおり動かないと苛立

きたる5月30日から6月2日、横浜みなとみらいのパシフィコ横浜で
「Broadband World Forum（BWF）Asia」が開催される。同フォーラムはヨ
ーロッパとアジアで年に各1回ずつ催されており、今回日本での初開催となっ
た。これを記念し「月刊テレコミュニケーション」では「次世代ネットワーク徹底
討論」会を実施した。
高速ブロードバンドを超えてさらに進む次世代ネットワークは、今後どう展開し
ていくのか。海外キャリアとそのネットワークの動向を分析、併せてその将来
像を考える。
また、次世代ネットワーク上で提供されるサービスモデル、ビジネスモデルの在
り方と、それを実現するための技術課題は何か。国内での現状と展望を探る。
さらに、NTTにより提唱された「ブロードバンド・ユビキタスサービス」。
次世代の夢のサービスは、ユーザー1人ひとりの多様な要望をどこまで満たそ
うとしているのか。
通信業界の今後の動向をリーディングカンパニーのキーパーソンに語ってもら
った。

新たな高収益モデルの条件
ユーザー指向へ舵とるインフラ技術

次世代ネットワーク徹底討論
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日本アルカテル

藤井 克美氏
通信専業のメーカーで、有線系、移動体系、プライベートの3
部門を擁する。日本での実績を飛躍させるべく、強力なリーダ
ーシップを発揮しながら日々邁進。

ユーザーの要求レベルに
合わせた技術開発を

―ネットワークの世界では「電話か

らIP」「FMC（固定と移動の融合）」「コ

ンピューター・家電・放送との連携」へ

と、非常に大きなうねりが全世界的に

起きています。このほど日本で「BWF

ASIA」が開催されるにあたり、今後どん

な展開になっていくのか、分析していた

だければと思います。



藤井 QoSができないとSLA（Service

Level Agreement）契約は結べません

から、当社もその研究に注力していま

す。先程のSBCのIPTVでも、基本と

なる技術です。

阿留多伎 エンドユーザーの利便性を

向上する技術と、目に見えなくても、イ

ンフラとして進めていくべき技術とがあ

りますね。例えば障害対策の場合、万

一障害が起きたとき、どれだけ無瞬断

でリルートできるか。つまり、基本的に

従来と同じ技術であっても、処理に要

する時間やコストに対する要求が変わ

ってきたのです。今後は利便性の向上

を目指す技術と、ライフライン化を目指

技術とに分けて研究していかないと、

実用化は難しいでしょう。

田中 機器ベンダーとしての当社の答

えは明快です。会社創設時の理念とし

て、「ギャランティード・ネットワーク」を

掲げました。このメッセージには2つの

意味があって、1つは当社が販売する

製品やサービスのすべてに対し、導入

後のサポートを含めてギャランティーす

るという意味です。

もう1つはIPネットワークが社会基盤

になるという大きな潮流の中で、今の

ベストエフォートからギャランティードと

いう形に変えるために必要な製品を提

供するということです。そのために当社

が挙げている技術課題は高品質、高性

能、高可用性、QoS、セキュリティ、そ

れに省エネルギーの6つです。

ただし、設計や製造の面でこれらを

解決しても、次世代ネットワークにおい

てルーターやスイッチは1つのコンポー

ネントに過ぎず、サーバーやストレージ

システムとの連携で必要機能を実現す

ることになると考えています。ユーザー

の皆様と相談しながら、最適機能配分

を実現していきたいですね。

小橋 「ベストエフォートでかまわない」

というユーザーもいれば、先ほど例に

挙がったギャンブルにも使える高信頼

なネットワークを必要とするユーザーも

おられるでしょう。当社はそれぞれの

要求のお客様に最適なものを提供でき

るよう、効率的運用を意識したネットワ

ーク作りを進めたいですね。

田中 公衆ネットワークインフラとして

はあくまでキャリアグレードに耐えるも

のでなければならず、その上で顧客の

要求に応じた品質や性能を柔軟に提供

するということだと思います。お客様に

どう見せるかの問題であり、SLA契約

のような仕組みが必要でしょうね。

阿留多伎 利用者の要求とライフライン

としての要件を一緒にして考えている

ときは、答えは1つでした。しかし、今

は別の問題になってきたわけで、エン

ドユーザーの視点からすると、サービ

スも含め、もっと多様な選択肢があって

然るべきだということですね。

小橋 恐らく、ユーザーをうまくセグメ

ント分けした仕掛けの上で、適合する

ネットワークサービスをいかに組み合わ

せるかが重要なのでしょう。

阿留多伎 レイヤーの高い所の仕事に

なってしまいますが、エンドユーザーに

とっての使い方・利便性・利活用が、研

究開発のテーマになるのでしょう。

福永 アプリケーションとインフラをど

う組み合せるかがポイントだと思いま

す。これまではアプリケーション側の

視点から、「ITインフラをいかに使うか」

が追及されてきました。しかし、あまり

プラットフォームをアプリケーションの

要求に沿って作り込んでしまうと、標準

から外れてしまいます。その点が難し

いですね。

―アルカテルは、BTやSBCなどで

サービスを模索していますが、技術的

なネックはあるのでしょうか？

藤井 BTのProject Bluephoneの場

合、サービスモデルがハッキリしている

ので、問題はクリアで対応も楽です。

難しいのは当社からサービスを提案す

る場合で、やはりシンプルな仕組みで
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ないと導入されません。

桑原 まだまだ技術課題は多いと思い

ます。例えばFMCにはセキュリティ、

認証またはオーセンティケーションの問

題があります。また、コアネットワークの

トラフィックを分析してみると、イーサ

ネットが伸びていますが、サービスは使

われ方次第でニーズや技術課題が変わ

りますから、われわれ技術屋はサービ

スを見ながら自分たちのテーマを考え
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ちますよね。TVのように考えずに扱え

る簡素化されたサービスなら、ユーザ

ーは「簡単化」という付加価値にお金を

払うと思います。これらはまだ実現さ

れていない巨大なマーケットです。

―収入基盤があるものということ、

つまりユーザーの支持は不可欠です

ね。NTTは5000億円規模の付加価値

サービスを、コンテンツとソリューシ

ョンの形で提供すると発表しています。

小橋 NTTは光の高速・双方向性とい

う特徴を生かしたサービス研究を進め

ています。まずはTV電話やTV会議な

ど、人に距離を感じさせない仕組みを

目指しています。時間と場所を超える

サービスで、少子高齢化対策や女性の

社会進出に貢献したいと考えています。

ユビキタスは、今までの人と人の通

信を、物と物の通信へと広げることで

もあります。そうなると、電話サービス

では、6000万の加入者を対象にしてき

ましたが、ユビキタスではその100倍・

1000倍の数を対象にコントロールする

ことになり、まだまだ多くの解決すべき

技術課題が残っています。

阿留多伎 当社では「接続状態数の爆

発」と呼んでいます。ユビキタス通信に

なって100倍・1000倍に膨らむ接続端

末数を、従来と同じ例えばアドレス体

系などで解決しようとすると、複雑性は

加入数のさらに10倍・100倍となり、想

像を絶する状態になります。ポイントは

複雑性を加入数の爆発に比例させずに

簡素化する技術です。

小橋 サービスコストを技術的にどれ

だけ下げられるかでしょうね。

福永 一方で、増やすことも考えるべ

きだと思います。例えば、高齢化社会

を「安心・安全・快適」に支える仕掛け

を提供すれば、お金は喜んで払っても

らえるでしょう。インフラが整うといろ

いろなことができますから、発想を豊

かにすれば、ブロードバンドの用途は

さらに拡がるでしょう。

ネットワークサービスは
「安全・安心」があってこそ

田中 ブロードバンドアプリケーション

の潜在的ニーズは濁った湖に棲んでい

る魚のようなもので、確実にいるのだ

けれどはっきりと姿は見えない、それが

いつ釣り上げられるか、つまり巨大な

ネットサービスとして表面化するかは経

済など社会状況によって変わると思っ

ています。「標準化」ということも表面化

のタイミングを決める重要な要因です

が、技術の側面だけで推し進めてもダ

メで、ターゲット世代等の多様なパラメ

ーターによる顧客セグメンテーションが

重要でしょう。私は昔からゲーム好き

なのですが、ネットゲームは魚の1匹で

ある予感がします。

桑原 ゲームには「ギャンブル」という

別の側面もありますね。お金が直接絡

むので、少々利用料が高くても商品に

なるでしょうが、われわれベンダーには

認証やセキュリティ、QoSなど、解決す

べき技術課題が残されています。

佐藤 サービス開発の観点では、「なぜ

ブロードバンドが必要なのか」を考えた

方が、ユーザーの欲するサービスが見

えてくるし、それがユビキタスにつなが

っていくと思います。

当社の欧州の顧客、つまりブロードバ

ンド・オペレーターの事例では、インタ

ーネットのアクセスサービスを時間制で

提供しています。「ウイークエンドサービ

ス」という設定があって、月曜から金曜

までは1Mbps以下の基本料金とし、家

族でVODの映画を見たりマルチキャス

トでTVを見る土日だけ10Mbpsを提供

するのです。ブロードバンドにQoS等の

機能を組み合せれば、さまざまなニー

ズに即した多様なサービスを提供でき

るわけです。重視すべきは、ユーザー

が何を欲しているかです。

「まずユーザーありき」の
技術視点を模索

―次世代ネットワークサービスの実

現にあたっては、どんな技術課題があ

るのか、また、どんなサービスプラット

フォームであるべきなのでしょうか。さ

らに、どんな研究開発が今最もフォー

カスされているのでしょうか。

佐藤 通信と放送を融合する次世代ブ

ロードバンドでは、プロビジョニングや

QoSが不可欠な技術になるでしょう。

Yo
sh

it
su

g
u

O
b

a
sh

i

NTT

小橋 喜嗣氏
今回のBWF開催をサポートするNTTサービスインテグレーシ
ョン基盤研究所のトップとして、昨秋発表した「NTTグループ
中期経営戦略」を具現化するためのブロードバンド・ユビキタ
スサービスの研究開発を推進中。
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アラクサラネットワークス

田中 捷樹氏
日立とNECのルーター、スイッチの部門を切り出して創設さ
れたメーカーで、マーケティング、営業、カスタマーサポートを
管掌。ルーター、スイッチが次世代ネットワークで担うべき役
割につき思いを馳せる。

Broadband World Forum ASIA 2005
次世代ネットワーク徹底討論
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富士通研究所

桑原 秀夫氏
ビジネス寄りのフォトニックネットワークにフォーカスを当て、
光ネットワーク、IPネットワークの研究開発を推進。ユーザー
が希望するサービスに対応した開発テーマの重要性を提唱。

日立製作所

福永 泰氏
自動車、電力など、「日立が提供する社会インフラ」の研究開
発に長期間従事した後この春から、パソコン・通信部門の担
当に。業界の動向を探りながら今後の進展を模索。
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るべきでしょう。

佐藤 最初から「技術ありき」ではなく、

ユーザーニーズを見て後から技術を追

いかけていくべきでしょう。言うのは簡

単ですが、ユーザーが100人いたら100

通りのニーズがありますから、すべて

に技術を対応させるのはあまりに酷で

す。ですから、ある程度メジャーなニ

ーズとマイナーなニーズを分けて、マイ

ナーな個別要求をいかに汲み取ってい

くかが課題でしょう。

求められるのは
使い易さと市場優先の技術

―では「ブロードバンド・ユビキタス

サービスの将来像」について、ビジョ

ンを語ってください。

阿留多伎 ブロードバンド・ユビキタス

になると、どこでも仕事ができたりTV

を視聴できるとか、とかくプラスのイメ

ージばかり描かれてきました。しかし、

例えば家庭で仕事をするようになると、

ネット経由で顧客情報が流出する危険

が増します。コンテンツの取り扱いの

問題、法律、新技術の開発、社会的な

コンセンサスなどが絡んできます。「利

便性」と「安心・安全」は相反するテー

マですから。

福永 仮に、装置製品の最終価格の

3％で通信機能を付加でき、その装置

が通信ノードになると仮定します。

1000円の一般消費財に通信機能を付加

しようとしたら、30円で実現しなければ

ならない計算になります。それができ

たら、あらゆる身のまわりのものが、爆

発的にネットワークにつながってきま

す。それがいつになるか、つながった

時にどうなるかを予測すると面白いで

しょうね。製品価格の10％以上を通信

装置が占めるような商品は、たぶん普

及しないでしょう。

当社の例では、エレベーターもモー

ターも、すべてネットワークにつながる

世界がそこまで来ています。そうした

時代を迎え、付加価値の高いサービス

を提案した人が新しいサービスを広げ

ていくのだと思います。つまり「技術デ

ィペンド」ではなく、「マーケットディペ

ンド」な世界が来るのではないでしょう

か。

藤井 通信と放送の融合は技術的に可

能ですし、サービスの形態としてその

方が良い場合もあると思います。しか

し、オフィスと家庭と公共空間とをすべ

て融合してしまうのは、個人的には勘

弁してほしいですね。むしろ家庭とオ

フィスを分けて、癒される空間を確保

すべきだと思いますね。

佐藤 通信と放送の融合は、まさに当

社のターゲット市場ですが、ユーザー

視点で考えると、「バーチャル」という言

葉が重要なキーワードになると思いま

す。いながらにして映画館に行ったよ

うにビデオを見たり、自由に商品が買え

る、バーチャルな生活空間を創出する

ものが、次世代サービスとして評価さ

れるでしょう。

田中 極めて個人的な話になってしま

うのですが、私はゲームのほかに車も

大好きなので、例えば「バーチャルF1

レース」をネットワーク上でやりたいで

すね。ネットワークの性能も端末側も相

当なレベルが必要と思うので、たぶん

それなりのお金を払う上得意客専用サ

ービスになってしまうかも知れませんが。

桑原 ピア・ツー・ピアのトラフィックが

伸びているとのことですが、それが双

方向性で伸びるという動きです。また、

放送が合体するという動きがあります。

そして最近は、トリプルプレイにFMC

を加えた合計4つの「クアドロプレイ」、

つまり「移動中にもブロードバンドサー

ビスを」という構想が生まれています。

アプリに関しては我々世代の想像を

超えていく部分が多いかと思いますが、

一方で、ブッシュ大統領が命じたという

「自分の欲しいサービスが3クリック以

内で入手できる」ということになったら、

大歓迎ですね。

小橋 NTTは、波長多重方式を用い

て映像信号とIP信号とを1本の光ケー

ブルで家庭まで運ぶ実験を行ってきて、

ある程度使えるようになってきました。

でも、コンテンツの所有権の問題がクリ

アにされないと、本当の融合にはなら

ないと考えています。また、高齢化社

会に向け、「使いやすさ」も今後克服す

る課題だと思います。（了）
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NEC

阿留多伎 明良氏
コンピューターと通信のプラットフォームのR&Dを統括。ブロ
ードバンド、端末も含めたモバイル、通信関係のサーバーを扱
う。ものづくりの観点から市場展開を予測。
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パケットフロント

佐藤 元嗣氏
同社の駐在員事務所は海外拠点で初。ヨーロッパを中心に、
ブロードバンド・オペレーターにプラットフォームを提供。日本で
は、ブロードバンド・オペレーターにソフト・ハードを提供予定。


